
「華

厳

玄
義

章
等

雑

義

」

と
凝

然

「華
厳
七
科
章
義
瑳
記
」
の
断
簡
に
つ
い
て

小

林

實

玄

「
華
厳
玄
義
章
等
雑
義
」
と
は

一
般
に

「華
厳
明
法
品
内
立
三
宝
章
」

(1
)

(「華
厳
三
宝
章
」
)又
は

「華
厳
雑
章
門
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
法
蔵
撰
述

の
書
で
あ
る
が
、
こ
の
題
号
に
つ
い
て
法
蔵
自
身
が
記
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
「
華
厳
玄
義
章
」
と

「
華
厳
玄
義
章
等
雑
義
」
の
二
つ
で
あ
る
。

そ
の

「玄
義
章
」
と
は
彼
の

「華
厳
経
伝
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
題
号

(
2
)

で
あ
り
、
現
在
の

「
華
厳
三
宝
章
」
又
は

「華
厳
雑
章
門
」
中

の
終
り

の
一
章

で
あ
る

「玄
義
章
」
を
指
す
も
の
で
あ

る
。
ま

た
、
「
玄
義
章

等
雑
義
」

と
は
、
彼
の
書
簡

で
あ
る

「
寄
海
東
書
」
に
み
ら
れ
る
も
の

(3
)

で
あ
つ
て
、
こ
れ
は

「玄
義
章
」
に
い
く
つ
か
の
章
を
加
え
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の

「
玄
義
章
等
雑
義
」
が
の
ち
に

「
華
厳

三
宝
章
」
又
は

「
華
厳
雑
章
門
」
と
称
さ
れ
る
様
に
な

つ
た
も
の
で
あ
る
。

本
章
の
著
述
の
年
代
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
「華
厳
伝
」
の
撰
述

が

一
応
ま
と
ま

つ
た
の
を
永
隆
元
年

(六
八
〇
)
法
蔵

の
三
十
八
歳
の
時
と

(
4
)

す
れ
ば
、

そ
の
頃

「
玄
義
章
」
が
す

で
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

「
玄
義
章
等
雑
義
」
に
つ
い
て
は
、
「
寄
海
東
書
」
の
送
ら

れ
た
年
を

遅
く
と
も
六
九
七
年
頃
と
す
れ
ば
そ
れ
は
彼
の
五
十
五
歳
の
頃
ま
で
に

は
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
玄
義
章
等
雑
義
」

の
七
章
の
第

一
が
所
謂

「
三
宝
章
」

で
あ
る
が
、

こ
の

「
三
宝
章
」
の

成
立
に
つ
い
て
は
撰
号
に
あ
る

「魏
国
西
寺
」
か
ら
し
て
垂
操
三
年
か

ら
天
授
二
年

(
六
八
七
-
六
九

一
)
の
間
の
撰
述

と
推
定
さ
れ
て
い
る

(
5
)が

、
こ
れ
は
法
蔵
の
四
十
五
歳
か
ら
四
十
九
歳
の
間

で
あ
る
。
「
探
玄

記
」
に
は

「
三
宝
章
」
を
指
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
著
述
は
文
明
年
中

(六
八
四
)
四
十
二
歳
以
後
の
こ
と
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の

「
三
宝

(
6
)

章
」
は

「
探
玄
記
」
と
並
行
し
て
書
か
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

次
に
、
現
形

の

「華
厳
三
宝
章
」
・
「
華
厳
雑
章
門
」
は
七
章
か
ら
成

つ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
題
号
が
ど
の
様
な
事
情

で
つ
け
ら
れ
た
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
そ
の
集
め

ら
れ
た
七
章

に

つ
い

て
、
法
蔵
は

「
玄
義
章
」
を
根
本
と
す
る
立
場

か
ら

「
玄
義
章
等
雑

義
」
と
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、

の
ち
に
、
そ

の
初
の
章
の
名
を
も
つ

て
全
部
の
書
名
と
す
る
も
の
が

「
華
厳
三
宝
章
」
と
呼
ば
れ
た
と
推
定

「
華
厳
玄
義
章
等
雑

義
」

と
凝

然

(小

林
)
 

二
四
三
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「
華
厳
玄
義
章
等
雑
義
」

と
凝
然

(
小

林
)
 

二
四
四

(7
)

さ
れ
る
。

又
、
七
章
の
中
ど
の
章
に
も
重
点
を
お
か
な
い
も
の
が

「華

(
8
)

厳
雑
章
門

」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の

「奈
良
朝
現
在

一
切
経
疏
目
録
」
に
は
、
天
平
二

十
年

(七
四
八
)
に

「
三
宝
章
」
と

「
華
厳
玄
義
章
」
と
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
の
二
章
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
形

で

存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
三
年
後
の
天
平
勝
宝
三
年

(七
五
一
)
に
は
同
じ

「華
厳
玄
義
章
」
と
と
も
に

「雑
章
門
」
で
あ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
て
い
る

「
華
厳
章
」
の
名
が
み
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
更
に
、
こ
の

「
玄
義
章
等
雑
義
」
は
ま
た

「
華
厳
七
科

章
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
章

が
三
宝
章

・
流
転

章
.
法
界
縁
起
章

・
円
音
章

・
法
身
章

・
十
世
章

・
玄
義
章
の
七
章
か

ら
成
つ
て
い
る
所
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
凝
然

の

「
華
厳
宗
経
論
章
疏
目
録
」
に
は
じ
め
て
知
ら
れ
る
名
で
あ
り
、
彼

は
こ
れ
に
註
釈
し
て

「
華
厳
七
科
章
義
瑳
記
」
を
著
し
て
い
る
の
で
あ

る9)と
こ
ろ

で
、
こ
の
法
蔵
の

「
玄
義
章
等
雑
義
」
の
七
章
は
そ
れ
ぞ
れ

が
独
立
し
た
章

で
あ

つ
て
全
体
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、

一
一
が
別
個
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
章
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
七
章

の
中
で
組
織
的
に
述
べ
て
い
る
章
と
し
て
は

「
玄
義
章
」
と

「
三
宝
章
」
と
更
に

「流
転
章
」
と
を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ

う
。こ

の

「
玄
義
章
等
雑
義
」
即
ち

「
七
科
章
」
に
対
す
る
凝
然
の

「
七

科
章
義
慶
記
」
は
三
巻
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
も

の
と
し
て
は
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵

の
一
本
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
も

第
三
巻
の

一
部
で
あ
る
。

こ
の
現
存
の
部
分
は

「
流
転
章
」
の
註
釈
か

ら
始
つ
て
い
て
こ
の
章
を
ほ
ぼ
説
き
終

つ
て
い
る
が
、
そ
の
巻
尾
を
欠

く
断
簡
で
あ
る
た
め
、
彼
が

「義
慶
記
」
を
著
し
た
事
情
や
年
代
は
全

く
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

「
玄
義
章
等
雑
義
」
の
各
章
が
夫
々
独
立
し
た

一
章

で
あ
り
、
「
義
慶

記
」
が

「
流
転
章
」
の
部
分
し
か
現
存
し
な
い
の
で
、
い
ま
は
ま
ず
、

法
蔵
の

「
流
転
章
」
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の

「
流
転
」
と
は
、
所
謂

「
生
滅
」
で
あ
り
、

於
二
一
有
為
流
転
法
上
義
一分
為
レ
ニ
。
謂
前
念
滅
後
念
生
。

と
、
そ
の
論
じ
よ
う
と
す
る
問
題
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が

一
、
違
順

・
二
断
常

・
三
一
異

・
四
有
無

・
五
生
滅

・
六
前
後
・
七
時
世
・

八
因
果

・
九
真
妄

・
十
成
観

の
十
義
に
お
い
て
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
違
順

の
義
を
明
す
第

一
に
お

い
て
、
そ
の
総
説
す
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
「
生

・
滅
」
に
つ
い
て
、

一
、
相
違
義
。
以
レ背
レ滅
為
レ生
、
生
尽
為
レ滅
。

二
、
順
義
。
以
前
念
若
不
レ滅
後
念
不
レ生
。
要
由
レ
滅
二前
念
一後
念
方
生
。

是
故
相
順
方
成
二生
滅
幻

三
、
此
二
亦
違
亦
順
方
得
二生
滅
殉
由
三前
二
義
不
二
相
離
一故
。
…
…
。

四
、
非
違
非
順
方
得
二生
滅
殉
由
二前
二
義
相
形
奪
一故
。
以
レ無
レ
ニ
為
レ
一
。
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離
二二
相
一故
。
違
順
相
混
故
。

の
四
句
分
別
を
も
つ
て
説
い
て
い
る
。

こ
の
論
述
の
中
で
は
、
殊
に
相

順

の
義
に
お
い
て
五
つ
の
問
答
を
設
け
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
要
点

は
、

滅
有
三
一種
殉
一
断
滅
、
二
刹
那
滅
。

と
云
う
、

そ
の
刹
那
滅
に
関
し
て
、

刹
那
有
二
位
。
一
約
能
依
転
識
鹿
故
。
…
…
。
二
約
所
依
本
識
細
故
。…
…
。

と
ア
ラ
ヤ
識
説
に
お
い
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
刹

那
滅
が
真
に
成
立
す
る
の
は
、

問
。
此
微
細
滅
既
自
不
レ住
。
何
能
有
力
而
生
二後
念
↓

お
 

答
。
以
レ依
二真
如
如
来
蔵
一故
、
令
三
此
生
滅
得
二生
滅
一也
。

等
と
如
来
蔵

の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論

説
は
、
法
蔵
と
し
て
は
勿
論
、
五
教
の
分
開
に
お
い
て
、
如
来
蔵
を
主

(11
)

と
す
る
解
釈
に
従
つ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

次
で
、
以
下
断
常
等
の
諸
義
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
論
ず
る
の
で
あ
る

が
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
た
だ
最
後

の
成
観
に
は
こ
の

「流
転
章
」
を

説
く
法
蔵

の
意
図
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ

の
章
は
、

一
識
妄
念
。
二
摂
念
成
観
。

の
二
に
分
け
、

識
妄
念
者
既
思
二惟
此
流
転
之
法
殉
細
剋
其
実
、
唯
是

一
念
至
二無
念
処
幻

…
。

」摂
念
成
観
。

…
…

(解
)

一
、
始
謂
解
知
。

如
二
前
所
説
諸
義

↓
令

心
決
定
。

二
、
終
謂
知
。
此
解
是
解
非
レ行
。
亦
解
知
正
行
不
如
所
解
、
是
故

方
堪
レ為
二行
方
便
幻

(行
)

一
、
始
謂
思
二惟
彼
法
一至
二無
念
処
↓
諸
見
皆
絶
絶
亦
絶
。
言
説
不
レ

及
念
処
不
レ到
。…
…
。

二
、
終
謂
以
二念
智
一照
二無
相
境
幻
亦
非
照
非
境
、
亦
無
観
無
不
観
。

…
響

と
説
い
て
い
る
。
こ
の
論
説
は
直
ち
に

「
法
界
観
門
」
の
真
空
観
と
関

連
す
る
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は

「念
」
に
関

す
る
観
行
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
実

践
の
観
行
を
論
ず
る
と
こ
ろ
に
、
法
蔵
の

「
流
転
章
」
の
意
図
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
凝
然
の

「
義
慶
記
」
は
、
こ
の

「
流
転
章
」
を
註
釈
す
る
に

つ
い
て
、
如
来
蔵
を
立
場
と
す
る
法
蔵
の
解
釈
に
従
つ
て
い
る
の
は
当

然

で
あ
る
が
、

し
か
も
、
そ
の
ア
ラ
ヤ
識
説
に
お
け
る
前
念
滅
後
念
生

の
刹
那
滅
の
問
題
を
主
と
し
て
、
本
章
を
註
釈
す
る
態
度
を
と
つ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
註
釈
の
最
初
に
お
い
て
、

言
流
転
者
、
…
…
、
皆
是
有
為
無
常
相
貌
簡
レ異
二無
為
常
住
不
変
一故
、
名
二

有
為
流
転
迭

流
転
有
レニ
。
麓
細
異
故
。
…

-
、
其
細
流
転
念
念
生
滅
、

前
滅
後
生
、
刹
那
刹
那
無
レ有
一一休
息
幻
今
章
所
明
是
細
流
転
。

等

と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
さ
き
に
示
し
た
法
蔵

の
本
文
と
対
照
す

れ
ば
、
刹
那
滅
に
関
す
る
問
題
は
法
蔵
も
重
要
な
論
点
と
し
て
説
い
て

い
る
所
で
は
あ
る
が
、
凝
然
は
そ
れ
を
根
本
問
題

と
し
て
、
そ
の
総
説

「
華
厳
玄
義
章
等
雑
義
」
と
凝
然

(
小

林
)
 

二
四
五
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「
華
厳
…玄
義
章
等
雑
義
」

と
凝
然

(
小

林
)
 

二
四
六

の
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
す

で
に
刹
那
滅
の
本
文
の
ア
ラ
ヤ
識
説
を
も

つ

て
説
き
は
じ
め
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に

「義
愛
記
」

に
お
い
て
は
断
常
以
下
の
余
の
九
義
の
註
釈
は
あ
ま
り
に
も
簡
略

で
あ

り
、
こ
れ
も
亦
右
の
凝
然
の
立
場
と
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

凝
然

の
華
厳
宗
章
疏
の
註
釈
に
は

一
般
に
法
相
唯
識
教
義
に
関
し
て

詳
説
す
る
と
云
う
特
色
が
あ
る
が
、
い
ま
、
「
流
転
章
」
に
お

い
て
は

む
し
ろ
そ
の
問
題
に
つ
い
て
論
究
す
る
と
こ
ろ
を
註
釈
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
彼
は
他
に

「
花
厳
別
教

一
乗
の
宗
義
を
顕
揚

 お
 

せ
ん

が

た

め

」

に

「
華

厳

二

種

生
死

」

義

三
十

巻

を
撰

述

し

て

い
る

こ

と

が
注

意

さ

れ

る

が
、

こ

の
問
題

に

つ

い

て
は

別

に
考

え

る

こ
と

に

し

た

い
。

1
 
正
蔵
四
五
巻

・
六

=
二
。
法
蔵
撰

「
華
厳

玄
義

章
」

に
就

い
て
」
遠
藤

孝

次
郎
氏

(
印

度
学

仏
教
学
研
究
第
十
二
巻
第

一
号
)

参
照
。

2
 
正
蔵
五

一
巻

一
七
二
。

3
 
円
宗
文
類
巻

二
二
、
卍
続

一
・
二

・
八

・
五
、

四
二
二
)
。

4
 
拙
稿

「
法
蔵

の

一
乗
教
義

の
論
成
に

つ
い
て
」
(
竜

大
論

集

四
百

号
)

参

賑
。

5

「
華
厳
三
宝
章

の
研
究
」
古

田
紹
欽
氏

(
仏
教
研
究
二

の
三
)
。

6

「
探

玄
記
」

の
撰
号
に
も
同
じ
く

「
魏
国
西
寺
」

と
あ
り
、

又
、

「
探
玄

記
」
明

法
品
第

十
四

(
正
蔵

三
五
巻

・
二

一
一
・
下
)

に
も

「
此

の
中
に

三
宝
章
あ

り
、

別
に
説

け
る
が
如
し
」

と
あ
る
こ
と
に
よ

つ
て

こ
の
こ
と

は
知

ら
れ
る
が
、

こ
の
三
宝
章

は
恐
ら
く
単
独
で
別
行

し
た
も
の
で
あ

ろ

う
。

(
前
掲

「
華
厳

三
宝
章

の
研
究
」
参
照
)
。

7
 

こ
の
様

に
、
初

の
章

の
名

を
も
つ
て
全
体

の
題
号

と
す
る
様

な
例

と
し

て
、
た

と
え
ば
、

法
蔵
に
関

し
て
は
、
「
華
…厳
三
味

章
」

が

「
華

厳
発

菩

提

心
章
」

と
呼
ば
れ
て

い
る
の
を
あ
げ
る

こ
と
が
出
来

る
。

8

「
華
厳
雑
章
門
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
初

め
は

「
教
蔵
総
録
」

(義

天
録

・

一
○
九
○
年
)

で
あ
ろ
う
。

9

「
華
厳
宗
章
疏
並
因
明
録
」

(
九

一
四
年
)

の
円

超

の
記

録

で
は

ま

だ

「
玄
義
章
」

一
巻

と
あ
る
。

又
、
凝
然

の

「
華
厳
宗
章
疏
目
録
」

に

「
三

宝
別
行
記
し

の
書
名
が
み
ら
れ
、

そ
れ
は
日
本
不
伝
或

い
は
散
逸

の
書

と

さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
恐
ら
く

コ
ニ
宝
章
」

の
単
独
本
を
指
し

て
い
る

も
の
で
あ

ろ
う
。

10
 
正
蔵
四
五
巻
六

一
七

・
下

六

一
八
上
。

11
 

こ
の
論
述
に

つ
い
て
は

「
五
教
章
」

の
所
詮
差
別

の
中

の
所
依
心
識

の

一
段

で
、
生
滅

一
分

の
ア
ラ

ヤ
識
と
真
妄
倶
分

の
ア
リ
ャ
識
如
来
蔵
を
論

ず

る
所

と
関
係

が
あ
る

こ
と
を
指
摘

す
る
こ
と
が
出
来
る
だ

ろ
う
。

12
 
正
蔵
四
五
巻

・
六

一
九

・
中

・
下
。

13

「
凝
然
大
徳
事
蹟
梗
概
」

新
藤
奮
海
氏
編
、

六
頁
。

*

な
お
こ

の
断
簡

に
つ
い
て
、

こ
の
第
二
流
転
章

は
第
三
巻

の
は
じ

め
か

ら
始

つ
て
い
る
が
、
果

し
て
七
章
全
部
が
註
釈
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
或

は
第

一
巻

・
第

二
巻

は
三
宝
章

の
み

の
註
釈

で
あ

つ
た
の
か
h

等

々
三
巻
本

で
あ

る
と
す

れ
ば
、

こ
れ
ら

の
疑

問
が
残

る
。
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